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佐渡ジオパークにおけるジオサイトの設定手法と活用について

Method for resetting geosites and their use in Sado Island Geopark
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1. 佐渡ジオパーク推進協議会

1. Sado Island Geopark Promotion Office

 
　近年，日本のジオパークにおいては「サイト」の分類や意味について整理が行われており，JGC（日本ジオ

パーク委員会）からも一定の方針が出された．佐渡ジオパークではこれまで「ジオポイント」という用語で見

どころの管理をしていた．この点は2017年の再認定審査結果報告においても「237のジオポイントをユネスコ

世界ジオパークが提唱する地質，自然（もしくは生態），文化サイトを再設定すること」と指摘を受けた． 

　このため佐渡ジオパークにおいては旧来のジオポイントをどのようにジオサイトに再設定するか，基準や手

順をまとめた「ジオサイト設定総合計画」を作成した．これに基づき237の旧ジオポイントからジオサイトの

再設定に取り組んでいる． 

 

　「ジオサイト設定総合計画」では旧ジオポイントからジオサイトを再設定するために大きく分けて2つの基

準を設けた． 

　1つ目は地質以外にも，自然（生態）,文化の価値も持つ場所を含んでいた「ジオポイント」から地球科学的

価値を持つ「ジオサイト」を選抜するための基準である． 

　2つ目は選抜したジオサイトを実際に活用するのに適しているかという基準である．活用については「研究

者向け」「学習向け」「一般（ツーリズム）向け」という目的別で評価した． 

　選抜したジオサイトの中で，3つの目的基準全てを満たしたものを優先的にホームページやパンフレットで

の紹介，観光での利用などを行っていく計画となっている． 

 

　本発表においては佐渡ジオパークにおけるジオサイトを中心としたサイト設定の手法，これまでに決定した

ジオサイトと設定後の活用や課題について述べる．
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